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１．はじめに  

 島根県松江市に位置する玉湯交差

点は，国道 9 号線，県道 25 号，およ

び町道が複雑に交差し渋滞が慢性化

している箇所であり，現在，交差点を

迂回する 4車線道路を整備し，渋滞緩

和と交通安全確保のために全長 2.8km

の道路改良工事が着手されている． 

本工事では，道路周辺住民や歩行者

への騒音低減，車両防護柵としての機

能確保，車両からの宍道湖の眺望確保

の条件を満たす構造として，各種比較検討の結果，孔空き吸音版を有する低層遮音壁が採用となった． 

 本低層遮音壁の構造を図-1 に示すが，本構造はポーラスコンクリートを用いた孔空き吸音パネルを有する

プレキャスト製品であり，以下の特徴を有する． 

 ・車両防護柵としての機能を有し，耐久性・安全性に優れる． 

 ・プレキャスト製品であるため，高品質である． 

 ・最大で 60％程度の吸音効果を有する（残響室法）． 

 ・自然に溶け込む茶褐色を吸音パネルに着色し，周辺景観への適合を図った． 

 ・吸音パネルに酸化チタンコーティングを施し，光触媒反応を利用したＮＯｘの浄化が可能． 

 本稿は，低層遮音壁の特徴，構造，および施工概要について報告を行う． 

２．低層遮音壁の構造 

 歩車道境界に設置された低層遮音壁は，プレキャスト

コンクリート製防護柵とポーラスコンクリートを用いた

孔空き吸音パネルから構成され，それらが一体となって，

歩行者の安全性確保および車両騒音の吸音効果の確保を

図っている． 

（１）プレキャストコンクリート製防護柵 

 プレキャスト製防護柵は，「車両用防護柵標準仕様・同

解説」(社団法人 日本道路協会 H16.3)に準拠し，構造計

算（高さ方向は片持ち梁として，横方向は弾性床上の梁

として計算）と安定計算（転倒，滑動，地盤反力につい

て計算）を行い，その安全性を確認した． 

（２）ポーラスコンクリートを用いた孔空き吸音パネル 

図-2に吸音のしくみを示す．本パネルは，ポーラスコ 

キーワード 低層遮音壁，ポーラスコンクリート，孔空き吸音パネル，ＮＯｘ浄化，景観 
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ンクリートを円錐台の孔を有する大きさ 50×418×418 の板

状に打設したものである．騒音が円錐台の孔に入射すると外

部に反射しにくくなり，また，多数存在するポーラスコンク

リートの空隙が吸音を行っている． 

３．施工概要 

 施工は，あらかじめ工場にて吸音パネルを固定した低層遮

音壁を所定の位置に設置し，幅 20mm 程度の目地に無収縮モル

タルを打設した後，延長方向に配置した PC 鋼材を緊張し，各

ブロックの一体化を図った．各施工延長は，20m～210m で，

総延長は 638ｍである．低層遮音壁の据付状況を写真-1 に，

ＰＣ鋼材の緊張状況を写真-2に示す． 

４．吸音効果 

 吸音効果の確認として，低層遮音壁の設置の有無で騒音レ

ベルの比較を行った．測定の結果，最大で 5 デシベル程度音

圧レベルの減少効果を確認することができた． 

５．景観への配慮 

 地域住民や玉湯への観光客へ道路に愛着を持ってもらえる

ように，地域の特色を盛り込み，景観への配慮を行うことと

なった．各種検討の結果，吸音パネルの色を四季を通じて自

然に溶け込む茶褐色とした．また，低層遮音壁には，玉湯の

歴史ロマンを伝える勾玉型のオブジェを車道・歩道側の側面

と交差点端部に取り付けた．なお，その色は出土する勾玉で

一番多い緑色とした．交差点端部に取り付けたオブジェを写

真-3に示す． 

６．ＮＯｘ浄化  

 ＮＯｘ浄化の試みとして，吸音パネルに酸化チタンを含ん

だコーティング剤を塗布している．車両から排出されるＮＯ

ｘガスが酸化チタンの粒子に付着し，紫外線を吸収すること

で光活性化し，汚染物質を浄化する． 

７．おわりに  

 本稿では，孔空き吸音パネルを有する低層遮音壁の構造と

特徴，および施工概要について紹介した．工事対象区間であ

った松江道路玉湯工区のバイパス部も 2007 年 3月に開通とな

り，現在供用されている（写真-4）．本報告が，今後の景観配

慮，周辺住民や歩行者に対する道路騒音対策の一助になれば

幸いと考える．  

 最後に，本遮音壁の開発にあたり，多大なるご指導，ご協

力を頂いた国土交通省，道路保全技術センターの関係各位に

深く感謝の意を表します． 

写真-2 緊張状況 

写真-3 勾玉型オブジェ 

写真-4 完成写真 

写真-1 据付状況 
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